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寒
さ
ふ
っ
と
ば
せ

九
月
以
降
、
記
録
的
な
晴
天
、
高
温

続
き
だ
っ
た
北
部
九
州
の
異
常
気
象
も

立
冬
を
境
に
一
雨
ご
と
に
冬
を
感
じ
さ

せ
、
町
の
あ
ち
こ
ち
で
は
、
セ
ー
タ
ー

や
冬
着
が
目
に
つ
き
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
こ
町
立
第
三
保
育
園
で
は
、
〝
寒

さ
な
ん
か
に
負
け
ち
や
お
れ
ん
″
と
毎

日
、
朝
九
時
か
ら
パ
ン
ツ
一
枚
で
．
園

周
辺
を
マ
ラ
ソ
ン
し
て
、
園
庭
で
乾
布

摩
擦
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
始
め

た
こ
ろ
は
、
過
保
護
の
最
近
、
い
ろ
い

ろ
と
保
護
者
か
ら
批
判
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
今
は
、
父
母
か
ら
か
う
ち
の

子
は
風
邪
を
ひ
か
な
い
し
、
体
も
丈
夫

に
な
っ
た
″
と
な
か
な
か
好
評
と
の
こ

と
。あ

な
た
も
き
っ
そ
く
明
日
か
ら
は
じ

め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

町の人口
．1

（52年10月末現在）

人　口　25，333

男12，275

奪13，058
世轟数　7，577



（2）

十
年
十
五
∵
∵
㍉
∵
∴
∴

紺Ⅲ醐昭和52年11月25日　紺冊ⅢⅢ…Ⅲ冊ⅢⅢ順冊冊Ⅲ旧拙冊ｌ淵底割這詳表面転喜

ゆく年く　る年

みんなで防犯

十
二
月
に
は
い
る
と
歳

末
大
売
出
し
、
ボ
ー
ナ

ス
、
忘
年
会
と
経
済
活
動

が
一
段
と
活
発
に
な
る
た

め
、
各
種
の
犯
罪
や
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
次

の
こ
と
な
ど
を
注
意
し

て
、
明
る
い
年
末
を
す
ご

し
ま
し
ょ
う
。

●
ス
リ
、
ひ
っ
た
く
り
に

ご
用
心

。
盛
り
場
や
混
雑
す
る
場
所
へ
行
く
と

き
は
、
必
要
以
上
の
現
金
は
持
ち
歩

か
な
い
よ
う
に
す
る
。

。
女
性
の
夜
間
の
ひ
と
り
歩
き
や
混
雑

す
る
場
所
で
の
持
ち
物
に
は
十
分
注

意
す
る

。
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
を
利
用
す
る

際
に
は
で
き
る
だ
け
二
人
で
行
動
す

る
●
お
出
か
け
は
ひ
と
声
か
け
て
カ
ギ
か

け
て

。
外
出
や
就
寝
時
に
は
カ
ギ
か
け
の
点

検
を
行
い
、
確
実
な
戸
締
り
を
す
る

。
家
を
留
守
に
す
る
場
合
は
お
隣
り
へ

ひ
と
声
か
け
て
留
守
を
頼
ん
で
お
く

●
暴
力
を
見
た
り
問
い
た
ら
二
〇
番

。
飲
酒
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
大
ト

ラ
、
小
ト
ラ
や
暴
力
団
員
の
い
や
が

ら
せ
、
け
ん
か
、
た
か
り
な
ど
は
、

す
ぐ
連
絡
を

。
自
分
の
飲
酒
量
を
わ
き
ま
え
て
、
い

い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ
る
ス
キ
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
に

全
国
防
犯
標
語
の
入
選

銀
賞
　
高
田
例
（
吉
田
団
地
）

〝
自
転
車
盗
し
め
だ
す

施
錠
と
防
犯
登
録
〟

銅
賞
　
高
田
例
（
さ
か
し
）

ヶ
防
犯
は
喋
に
ひ
と
声

カ
ギ
を
か
け
″

全国火災予防運動
11月26日－12月2日

ク
使
う
火
を
消
す
ま
で

。
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や

め
よ
う
。
ま
た
、
さ
せ
な

い
よ
う
常
に
注
意
す
る

。
自
分
が
使
う
火
は
消
す

ま
で
責
任
を
も
つ

離
す
な
目
と
心
〟

も
う
す
ぐ
冬
－
。

そ
ろ
そ
ろ
各
家
庭
や
職
場

で
も
暖
房
の
準
備
が
始
ま

る
頃
で
す
が
、
こ
れ
ら
の

器
具
の
取
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
今
年
．

の
全
国
の
上
半
期
（
4
月

～
9
月
）
の
火
災
件
数
及

び
死
者
数
は
昨
年
同
期
に

比
べ
著
し
い
増
加
を
み
せ
て
お
り
死
者

数
に
つ
い
て
は
戦
後
最
高
と
い
う
数
字

が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
防
火
の
意
識
を
も
っ
て
火

を
取
扱
え
ば
未
然
に
火
災
も
防
止
き
れ

ま
す
。
さ
て
今
年
は
各
家
庭
で
次
の
よ

う
な
こ
と
に
特
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

。
幼
児
、
老
人
だ
け
を
残
し
て
外
出
す

る
こ
と
は
極
力
さ
け
る

。
幼
児
、
老
人
の
安
全
な
避
難
方
法
を

考
え
る

。
就
寝
前
の
火
の
元
点
検
を
必
ず
行
な

ス
ノ

。
一
日
一
回
は
、
防
火
に

つ
い
て
反
省
す
る

水
巻
町
管
内
火
災
状
況
（
昭
和
5
2
年

上
半
期
）
　
件
数
1
0
件
　
被
災
世
相

1
0
世
帯
　
被
災
人
員
4
3
人
　
損
害
敬

3

6

8

万

円

※
火
災
予
防
期
間
中
朝
七
時
と
夜
八
時

の
二
回
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

写
真
は
水
巻
町
も
高
層
団
地
が
多
く

な
り
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
車
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
町
立
第
一
保
育
園
で
避
難
指

導
す
る
遠
賀
消
防
署
員

ね
た
き
り
の
お
と
し
よ
り
を
慰
問

商

工

会

婦

人

部

商
工
会
婦
人
部
の
皆
さ
ん
が
お
年
等
　
－
バ
ザ
ー
を
催
し
、
そ
の
益
金
を
ね
た

り
に
〝
伺
か
お
役
に
〟
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
　
き
り
の
お
年
寄
り
の
家
庭
と
遠
賀
静
光

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

1

1

月

2

1

　

日

今
年
と
Ｕ
か
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い

正
月
を
″
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
歳

末
た
す
け
あ
い
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た

正
月
を
前
に
家
庭
的
に
恵
ま
れ
な
い

人
た
ち
、
ね
た
き
り
老
人
、
重
度
心
身

障
害
者
、
両
親
の
い
な
い
児
童
、
ま
た

～

1

2

月

2

0

日

町
内
か
ら
各
福
祉
施
設
に
入
所
さ
れ
て

い
る
か
た
た
ち
に
皆
さ
ん
の
暖
か
い
義

え
ん
金
を
贈
り
、
明
る
い
正
月
を
迎
え

て
い
た
だ
く
た
め
、
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

．
′
紺
．
㌫
・

園
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

樋
口
の
土
岐
小
都
恵
さ
ん
（
写
真
）

七
十
三
歳
は
若
い
婦
人
の
か
た
の
突
然

の
訪
問
に
び
っ
く
り
、
話
が
と
け
こ
む

う
ち
に
昔
話
が
で
て
き
、
楽
し
い
一
時

を
過
し
ま
し
た
。

公
給
領
収
証
を
受
け
と
り
志
し
ょ
う

料
理
腐
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ

ー
、
旅
館
、
飲
食
店
な
ど
を
利
用

さ
れ
、
料
金
支
払
の
際
に
は
公
給

領
収
証
を
必
ず
う
け
と
っ
て
納
税

義
務
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
山
、
一
人
一
回
の
飲
食
料

金
が
二
千
円
以
下
、
宿
泊
に
つ
い

て
は
一
人
一
泊
が
四
千
円
以
下
は

免
税
で
す
。
　
　
　
＼

詳
し
い
こ
と
は
若
松
財
務
事
務

所

（

徽

7

6

1

・

4

0

2

6

）

ま

で
。
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嶋
亀
し

恩
給
法
・
援
護
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

恩
給
遼
遠
族
援
護
法
空
部
が
つ

ぎ
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
じ
た
。

▼
恩
給
法
関
係

①
傷
病
者
遺
族
特
別
年
金
の
支
給
範
囲

の
拡
大

㊥
旧
軍
人
等
の
不
具
廃
疾
の
子
に
対
す

る
公
務
関
係
扶
助
料
の
支
給
条
件
の

援
和

㊥
障
害
年
金
を
併
給
さ
れ
て
い
る
者
の

普
通
恩
給
の
改
善

④
日
本
赤
十
字
社
救
護
員
の
抑
留
又
は

留
用
期
間
を
公
務
員
期
間
に
通
算

▼
遺
族
援
護
法
関
係

①
平
病
死
亡
に
係
る
遺
族
年
金
等
の
支

給
範
囲
の
拡
大

㊥
遺
族
一
時
金
の
支
給
要
件
に
該
当
し

た
遺
族
に
遺
族
年
金

▼
給
与
金
の
支
給
戦
没
者
等
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金
関
係

①
満
州
事
変
間
（
昭
和
六
年
九
月
十
八

日
か
ら
昭
和
十
二
年
七
月
六
日
ま
で

）
に
公
務
上
傷
病
に
か
か
り
、
こ
れ

に
よ
り
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
ま
で

に
死
亡
し
た
遺
族
で
昭
和
五
十
年
四

月
一
日
現
在
公
務
扶
助
料
等
の
受
給

者
が
い
な
い
こ
と

㊥
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
遺
族
が
な
い

場
合
の
戦
没
者
と
生
計
関
係
の
あ
っ

た
三
親
等
以
内
の
親
族
以
上
の
万
（

国
債
二
十
万
円
）

▼
特
別
給
付
金
関
係

①
再
婚
解
消
妻
で
昭
和
五
十
一
年
七
月

一
日
に
お
い
て
遺
族
年
金
（
給
与
金

）
を
受
け
る
権
利
を
取
得
し
た
人
（

国
債
二
十
万
円
）

①
戦
傷
病
者
等
の
妾
に
対
す
る
特
別
給

付
金
「
3
号
」
の
受
給
権
を
取
得
し

た
人
で
、
戦
傷
病
者
が
死
亡
し
た
こ

と
に
よ
り
戦
没
者
の
妻
と
し
て
昭
和

五
十
二
年
七
月
十
四
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
給
中

の
者
（
国
債
六
十
万
円
〕

㊥
前
回
特
別
給
付
金
（
3
号
国
債
を
受

終
っ
た
者
及
び
資
格
の
あ
る
者
）
受

給
者
で
昭
和
五
十
二
年
七
月
十
四
日

に
お
い
て
、
増
加
恩
給
、
障
害
年
金

鱒
ｉ
一

′
日
に

を
受
給
し
て
い
る
戦
傷
病
者
の
要
に
　
詳
し
い
こ
と
は
役
場
社
会
諌
民
生
係
に

継
続
支
給
（
国
債
十
五
万
～
三
十
万
　
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

円
）
あ
な
た
の
老
後
は
大
丈
夫
で
す
か

国
民
年
金
は
こ
の
よ
う
な
制
度
で
す

現
在
、
わ
が
国
に
は
八
種
類
の
公
的
　
千
六
百
円
）
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
国

民
年
金
は
厚
生
年
金
と
共
に
代
表
的
な

年
金
制
度
で
、
皆
さ
ん
と
は
最
も
身
近

か
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。
以
下
国
民
年

金
制
度
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

加
入
資
格

国
民
年
金
は
主
に
農
業
、
漁
業
、
商

業
な
ど
の
自
営
業
者
や
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
に
従
事
し
て
い
る
二
十
歳
か
ら
五
十

九
歳
ま
で
の
人
を
加
入
対
象
（
強
制
加

入
）
と
し
て
い
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
や
大
学
生
の
は
か
、
他
の
年

金
制
度
か
ら
年
金
が
受
け
ら
れ
る
人
な

ど
も
、
希
望
に
よ
り
加
入
（
任
意
加
入

）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
、
免
除
、
追
納

国
民
年
金
の
保
険
料
は
月
敬
二
千
二

百
円
で
す
が
、
よ
り
高
い
年
金
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
付
加
保
険
料
（
月
額
二

納
税
に
口
座
振
替
制
度
を

ー
国
民
年
金
保
険
料
が
新
し
く
！

口
座
振
替
納
税
制
度
と
は
、
手
続

さ
え
し
て
お
け
ば
、
納
期
限
に
指
定

の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
振
番
え

て
納
税
し
て
く
れ
る
し
く
み
で
す
。

納
期
た
び
に
足
を
運
ぶ
手
間
が
省

け
ま
す
。
便
利
な
こ
の
制
度
を
利
用

く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
の
で
き
る
も
の

国
民
年
金
保
険
料
、
町
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
一
．

税
、
自
動
車
税
、
町
営
・
改
良
住

宅
家
賃

▼
指
定
金
融
機
関

遠
賀
信
用
金
庫
本
店
、
農
協
水
巻

支
所
、
福
岡
鎖
行
（
折
尾
・
栴
ノ

木
支
店
）

▼
手
続

。
通
帳
と
通
帳
に
使
用
し
て
い
る
印

鑑
、
納
付
書
を
持
参
し
て
役
場
窓

口
で

。
町
営
（
改
良
）
住
宅
家
賃
の
場
合

は
指
定
金
融
機
関
で
手
続
を

す
。ま
た
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

な
ど
は
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
し
、

そ
の
他
納
付
困
難
な
人
も
保
険
料
免
除

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
免
除
は
、
年
金
額

の
計
算
上
不
利
（
納
め
た
場
合
の
三
分

の
一
に
減
額
）
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
免
除
を
受
け
た
と
き
か
ら
十
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
免
除
当
時
の
保
険
料
敬
で

追
納
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

給
付国
民
年
金
に
加
入
し
た
人
が
歳
を
と

っ
た
り
、
途
中
で
障
害
者
に
な
っ
た
り

母
子
世
帯
に
な
っ
た
と
き
な
ど
は
、
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
の
種
類
は

次
の
と
お
り
で
す
。

1
、
老
齢
年
金
　
屋
丁
五
歳
か
ら
支
給

2
、
通
算
老
齢
年
金
　
六
十
五
歳
か
ら

支
給

3
、
障
害
年
金
　
病
気
や
け
が
で
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
支
給

4
、
母
子
年
金
　
夫
と
死
別
し
た
妻
に

十
八
歳
未
満
の
子
が
い
る
と
き
支
給

5
、
準
母
子
年
金
　
生
計
の
中
心
者
で

あ
る
男
手
が
死
亡
し
、
女
子
と
十
八

歳
未
満
の
弟
妹
孫
な
ど
が
い
る
と
き

＼
・．
1
支
給

6
、
遺
児
年
金
父
母
と
死
別
し
た
十

八
歳
未
満
の
子
に
支
給

・
㌧
7
、
か
婦
年
金
．
老
齢
年
金
を
受
け
る

前
に
夫
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
妻

に
支
給
（
六
十
～
六
十
四
歳
ま
で
）

8
、
死
亡
ｌ
時
金
　
保
険
料
を
三
年
以

上
納
め
た
人
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ

の
遺
族
に
支
給

※
年
金
額
は
種
類
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
物
価
に
あ
わ
せ
て
ス
ラ

イ
ド
さ
れ
ま
す
。

人
権
法
律

・
心
配
ご
と
相
談

1
2
月
4
日
か
ら
1
0
日
ま
で
人
権
週
間

に
あ
た
り
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

1
2
月
6
日
に
合
同
で
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。相
談
は
頼
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
ら

れ
ま
す
、
お
軽
気
に
ど
う
ぞ
。

◆
日
時
1

2

月

6

日

　

1

0

時

～

1

5

時

1

2

月

1

5

日

　

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

1

2

月

2

6

日

　

1

3

時

～

1

6

時

3

0

分

◆
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

◆
相
談
員

。
人
権
法
律
相
談
　
小
倉
法
務
局
職
員

人
権
醜
護
委
畠

。
心
配
ご
と
相
談
　
福
祉
事
務
所
職
員

◆
相
談
内
容

生
活
更
生
、
婦
人
、
人
権
問
題
、
農

地
、
借
地
借
家
、
金
銭
貸
借
、
戸
籍

登
記
、
扶
葦
問
題
、
名
誉
侵
害
、
そ

の
他
の
法
律
相
談
、
家
庭
内
の
心
配

ご
と

交
通
事
故
相
談

毎
日
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
お
り

ま
す
。
日
本
損
害
保
険
協
会

▼
平
日
　
9
時
3
0
分
～
・
1
6
時
半

土
曜
　
9
時
3
0
分
～
1
2
時

▼
弁
護
士
相
談
日

毎
週
金
曜
　
1
3
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
小
倉
北
区
明
治
生
命
小
倉
ビ
ル

Ｌ
鎧
藩
ヽ
∴
こ
∴
れ
　
り
∴
　
　
一
ノ
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昭
和
五
十
三
年
の

成
人
式
の
該
当
者
を
調
査
し
て
い
ま
す

尾
洋
子

橋
加
津
江

野
清
春

梅
川
律
子

池
田
悦
子

角
俊
光

中
田
加
奈

坂
井
浩
司

山
口
富
子
　
高

西
川
千
鶴

前
垣
内
浩
子

氏
名
の
間
違
や
移
動
で
も
れ

た
か
た
は
教
育
委
員
会
ま
で

町
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
一
月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
る
成
人
式
に
該

当
す
る
新
成
人
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
新
成
人
に
該
当
す
る
の

は
、
昭
和
三
十
二
年
四
日
二
日
か
ら
昭
和
三
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
れ
か
た
で
、
該
当
者
を
十
一
月
一
日
現
在
の
選
挙
人
名
簿
に
よ
っ
て

調
査
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
転
入
な
ど
で
、
名
簿
に
の
っ
て
い
な
い

人
、
ま
た
は
氏
名
に
間
違
の
あ
る
人
は
、
教
育
委
員
会
事
務
后
ま
た
は
居

住
地
区
の
公
民
館
長
に
申
し
出
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

立
屋
敷

入
江
健
二

伊
左
座

永
沼
由
美
子

久
保
田
一
美

木
本
博
子
　
山
迫
息

中
村
伸
一

み
ず
ほ
団
地

酢
田
江
利
子
　
小
石
達
哉
　
肥
後
恵
子

今
別
府
徳
重
　
宇
野
陽
子
　
辻
澄
子

森
勝
信
　
上
田
賢
司
　
田
中
聖
子
　
小

倉
牧
子
　
西
田
信
世
　
梶
原
正
子
　
宗

雲
秀
葦
　
板
橋
和
洋
　
植
木
政
人
　
山

田
広
徳
　
木
村
真
佐
子
　
石
川
純
子

〓中
島
清
　
森
安
涼
子
　
豊
田
泰
成
、
永

野
須
磨
子
　
亭
氷
敦
子
　
福
田
た
ま
み

太
田
真
由
美
　
福
田
正
法

〓
町
住

後
藤
孝
治
　
渡
辺
小
百
合
　
角
昭
子

山
口
久
美
子
　
高
木
実
　
千
々
和
久
敏

佐
々
木
一
人

下
二
寒
川
普
治
　
西
崎
雄
一
窪
田
和
明

馬
場
文
明
　
松
本
敏
雄
　
入
江
千
里

安
部
孝
純
　
量
沢
健
司
一
中
勝
利

高
田
真
一

丸
山
誠
吾

下
二
町
住

大
迫
健
一

白
石
恵
子

入
江
興
産

山
下
泰
典

比
那
田
弘
子
　
樋
口
栄
二

皆
越
由
美
子
　
苫
田
都
子

森
永
革
良
子

柾
木
久
子
　
中
村
和
彦

林
住
宅

中
村
一
代
　
下
山
日
富
美

吉
田
ノ
一

永
沢
直
美
　
谷
口
源
広
　
渡
辺
裕
子

池
永
千
鶴
代
　
粟
崎
修
　
山
上
敏
　
山

永
浩
　
片
岡
双
美
　
津
田
垣
由
美
　
浜

田
京
子
　
栗
田
弘
子
　
中
尾
小
夜
子

木
村
幸
子
　
廣
田
利
昭

吉
田
団
地

鷲
尾
真
二
　
花
田
真
由
美
　
山
崎
敬
子

前
田
優
美
子
　
横
山
良
美
　
松
本
保
障

木
下
光
美
　
桶
野
裕
美
　
吉
住
玲
子

斉
藤
譲
二
　
酉
一
生
　
大
羽
田
康
子

秋
山
俊
二
　
植
松
里
恵
　
山
本
信
雄

富
永
清
志
　
稲
益
龍
治
　
山
本
千
代

伊
勢
島
悟
　
後
藤
幹
生
　
筆
保
俊
子

森
裕
二
　
久
野
聖
司
　
川
本
政
好
　
秋

永
五
男
　
板
垣
愛
子
　
曽
我
部
洋
子

橋
本
孝
司
　
藤
田
秀
幸
　
殿
畑
清
　
中

山
利
美
　
吉
野
事
美
代
　
渡
辺
初
美

成
松
一
二
三
　
吸
山
三
男
　
土
井
昌
弘

中
川
真
司
　
板
橋
明
　
国
府
多
賀
子

本
田
孝
和
　
末
吉
喜
代
治
　
中
山
道
美

山
下
紀
代

吉
田
ノ
二

鳥
田
奈
保
子
　
今
橋
真
理
子
　
渡
辺
可

奈
子
　
工
藤
光
枝
　
白
石
素
子
　
大
庭

志
津
番
　
小
副
川
久
美
子
　
田
村
昭
美

東
川
和
生
　
岡
本
嘉
代
子
　
藤
永
佳
子

藤
崎
克
信
　
長
桶
誠
子
　
坪
井
行
弘

内
野
策
三

吉
屯
ノ
三

西
川
成
幸
　
入
江
好
孝
　
占
都
万
寿
美

小
田
由
美
子
　
黒
川
敏
法
　
黒
川
貴
雄

内
村
博
幸
　
石
本
寡
弓
　
澄
出
静
江

堀
本
久
子
　
丸
本
∵
芯
　
井
目
優
子

米
盛
学
　
坂
本
ち
さ
と
　
土
井
本
繁

永
松
真
弓

緑
風
園
団
地

光
石
存
　
羽
地
弘
幸
　
瀧
本
安
子
　
白

石
和
彦
　
石
丸
玲
子

美
吉
野
団
地

福
田
直
子
　
井
上
俊
子
　
児
嶋
弘
　
久

野
由
起
　
黒
土
加
代
子
　
大
村
一
郎

松
尾
和
司
　
大
庭
ひ
と
み
　
藤
野
達
郎

有
馬
道
泰
　
横
田
弘
範
　
常
盤
恵
美
子

増
山
節
季
　
白
石
孝
代

鮭
口
区

苗
野
幸
治
　
岡
本
秀
生
　
竹
松
久
人

園
田
正
法
　
井
上
仙
志
　
山
田
恵
子

西
川
季
世
士
　
宮
崎
多
恵
子
　
田
中
妙

子
　
山
本
清
　
丸
山
志
奈
子
　
伊
藤
富

、
久
美
　
今
泉
千
代
美

頃
禾
新
川
義
彦
　
古
閑
一
利
　
実
意
美
智
子

薄
手
芳
草
　
城
達
也
　
吉
田
二
郎
．
武

上
溝
安
則

井
上
保
幸

藤
井
政
司

松
下
良
治

小
寺
芳
子

熊
野
照
光

国
俊
晃

松
栄
荘

原
田
時
子

村
田
尚
美

松
本
博
俊

渡
辺
初
男

烏
賊
信
夫

井
上
敏
夫

川
井
陽
子

友
田
美
都
子

旦
局
謙
二
　
久

寺
家
貴
代
美

宮
崎
碓
介

伊
藤
昌
子

石
川
直
美

嶋
田
裕
治

田
中
真
砂
子

渡
辺
康
子

中
村
智
恵
子

有
元
久
美
子

尾
西
光
事

帆小
田
藤
信
　
末
崎
茂
子

田
久
男
　
真
鍋
睾
妄

鮫
島
一
彦

安
藤
薫
　
小

二
杜
区

赤
星
噸
正
　
岩
井
融
　
坂
本
美
紀
　
内

千
鳥
　
中
島
美
隆
　
山
口
キ
ク
エ
　
金

子
ち
ど
り
　
高
田
秀
雄

古
賀
羽
田
野
美
代
　
川
崎
寿
子
　
橋
本
義
久

樋
高
千
重
　
保
武
民
子
　
安
村
洋
子

和
泉
直
幸
　
内
海
末
子
　
矢
部
啓
二

木
原
智
津
子

新
生
街

押
日
清
美
　
江
口
洋
子
　
紺
野
優
子

川
崎
一
興
　
佐
原
真
由
美

古
賀
区

尾
万
英
人
　
封
馬
美
佐
子
　
花
岡
か
づ

子
　
岩
坪
勉
　
末
富
芳
則
　
河
野
公
子

橋
本
弘
美
　
嵩
本
伸
子
　
粟
屋
淳
子

山
下
昇
　
桑
野
伸
一
古
賀
信
子
　
松

岡
孝
子
　
松
尾
月
子
　
三
浦
芳
秀
　
古

賀
貞
　
清
水
美
子
　
奥
山
真
由
美
　
山

田
和
子

梅
の
木
区

山
崎
ひ
と
み
で
尾
上
善
忠
　
工
藤
良
一

町
崎
貞
美
　
蔀
由
起
枝
　
入
義
久
美

小
田
文
子
　
中
野
聖
一
山
口
昭
久

末
川
君
子
　
富
永
小
夜
子
　
姥
迫
久
男

・
細
川
道
利
．
1

梅
の
木
団
地

高
松
区

吉
川
悦
子

奈
須
雅
博

福
岡
加
代
子

伊
藤
英
雄

高
松
団
地

井
手
芳
広

宮
川
か
つ
よ

本
村
弘
子

宮
原
淳
子

本
田
加
代
子

上
村
和
子

古
川
ま
ゆ
み

樋
口
福
岡
久
夫

片
山
清
一

平
石
好
高

中
寿
優
子

石
橋
淳
子

塚
原
美
紀

本
真
由
美

猪
熊

清
水
千
枝
子

中
村
弘
美

友
永
明
信

平
本
富
美
江

角
傑
勝
己

樋
口
文
代

山
下
誠
也

結
城
敏
男

米
清
恵

宮
下
祐
二

平
川
裕
治

下
城
重
幸

中
岡
武
雄

山
路
義
則

江
藤
幸
枝

有
感
一
徳

梶
原
人
見

小
原
圭
子

山
口
秀
樹

加
納
啓
一
郎

膨
田
鶴
廣

小
野
ふ
じ
子

中
山
一
成

佐
藤
清
史

平
田
和
枝

矢
野
五
月

小
田
重
吉

綱
分
安
夫

深
水
正
則

村
上
和
美

稟
田
真
二

原
口
活
　
山

岡
部
美
也
子
　
三
好
春
美
　
古
田
博
人

田
野
千
代
美
　
青
柳
弘
子
　
内
田
修
市

鶴
長
敬
二
　
遠
藤
早
苗
　
山
本
和
男

工
藤
京
子
　
水
ノ
江
暗
敏
　
武
谷
由
起

子
　
山
川
い
ず
み
　
最
所
由
起
子
　
宮

上
信
也
　
内
田
陽
二
　
山
下
正
彦
　
大

庭
真
由
美
　
安
里
博
之
　
福
田
恭
子

藤
本
尚
代
　
高
木
輝
明
　
宮
原
不
二
男

吉
田
和
彦
　
真
幸
屋
克
実

猪
熊
町
住

百
田
恵
子

三
ッ
頭

松
本
豊
子

書
留
知
子

山
崎
比
呂
志
　
福
田
和
幸

梅
元
昭
夫
　
内
門
奈
穆
美

塚
本
靖
子

たばこは町内で

買いましょう
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スポーツを愛する町

ス
ポ

ー
ツ
少
年
団

運
動
会
…
…
…
…
伊
左
座

積
．
1
十
一
月
五

日
、
晴
れ
わ

た
っ
た
晩
秋

の
空
の
も
と

伊
左
座
校
区

の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
（
剣

道
、
野
球
、

水
泳
、
バ
レ

ー
）
が
各
団

員
の
相
互
親

睦
を
か
ね

て
、
運
動
会

が
開
か
れ
ま

し
た
。運
動
会
は

ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
ら
し
ノ
＼

第五回

少女バレーボール大会

十
月
三
〇
日
、
勤
労
青

少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
で
十

六
チ
ー
ム
、
二
百
余
名
の

選
手
を
集
め
て
教
育
長
膀

．
′
／

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
四
年
生
優
勝

伊
左
座
（
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）

〇
五
年
生
優
勝

吉
田
少
年
団
Ａ

争
奪
戦
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

五
年
生
の
優
勝
チ

ー
ム
が
争
奪
旗
を
ね

ら
え
る
と
あ
っ
て
注

目
さ
れ
ま
し
た
が
。

善
戦
の
末
、
惜
し
く

も
二
回
戦
で
敗
れ
ま
し
た
。

ど
の
チ
ー
ム
も
技
術
が
向
上

し
、
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

少女バレーボール大会
伊左座少年団

吉
田
Ａ盲
年
き

．
．
ヽ
上
か頃

　
　
末

伊
左
座

吉
　
　
田

猪
　
　
熊

水
巻
町
教
育
長

旗
争
奪
戦

ス
ポ
ー
ツ
の

も
つ
ス
リ
ル
、
競
争

心
、
感
動
感
、
親
和

協
力
、
規
則
な
ど
機

敏
さ
を
養
成
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
が

多
く
て
、
参
加
し
た

お
母
さ
ん
た
ち
は
息
ざ
れ
し
ど
お
し
で

し
た
。ひ
と
り
ひ
と
り
が
大
事
に
さ
れ
る
少

年
団
活
動
も
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、

こ
の
日
は
最
後
ま
で
ハ
ッ
ス
ル
し
て
い

ま
し
た
。

会大

年
道

姻
少
剣

篤

十
一
月
十
三
日
、

勤
労
青
少
年
セ
ン
タ

ー
で
剣
道
大
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
少
年
た
ち
の

心
身
を
鍛
え
る
と
同

時
に
剣
道
を
通
し
て

体
力
づ
く
り
成
人

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
一
月
六
日
、
晴

れ
わ
た
っ
た
空
の
も

と
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
猪
熊
グ
ラ
ン

ド
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
。こ
の
大
会
は
、
中

年
男
子
日
頃
の
運
動

不
足
を
解
消
し
、
体
力
づ
く

り
を
育
成
し
て
、
地
域
住
民

の
和
を
ひ
ろ
げ
ろ
目
的
で
、

七
チ
ー
ム
、
八
十
四
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

ソフトボール大会

缶　貨

上
　
　
二

吉

田

二

下
二
町
住

古
　
　
賀

都
内
、
中
間
市
の
少
年
た
ち
と

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
か
れ
、
二
十
二
チ
ー
ム

百
三
十
二
名
が
参
加
し
ま
し

た
。大
会
の
結
果
、
小
、
中
学
校

と
も
岡
垣
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。
今
後
の
水
巻
チ
ー
ム
の

な
お
一
層
の
努
力
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

区

′、1山ゝＦへ′、）～－、′、、′一心

蛍
於
の
運
動
場
の
使
用
に
つ
い
て
1

学
校
の
運
動
場
の
使
用
は
、
各
学

校
長
の
許
可
が
い
り
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
使
用
後
は
児
童
、
生
徒
の
運

動
に
支
障
の
な
い
よ
う
後
か
た
づ
け

を
き
ち
ん
と
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
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成
人
病
予
防
対
策

▼
成
人
病
教
室

○
日
時
　
毎
月
第
三
木
曜
（
1
2
月
は
1
5

日
）
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

○
会
場
　
町
民
会
館
又
は
保
健
所

○
内
容
　
成
人
病
の
勉
強
を
主
と
し
、

併
せ
て
食
生
活
指
導
な
ど

▼
成
人
病
相
談

○
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
9
時
3
0
分
～

1
1
時

○
会
場
　
遠
賀
保
健
所

○
内
容
　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康
相

談

○
料
金
　
無
料
（
町
負
担
）

▼
老
人
検
診

○
日
時
　
毎
月
1
回
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分
（
1
2
月
は
1
2
日
）

○
会
場
　
机
山
荘

○
内
容
　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康
相

談
問
合
せ
は
社
会
課
か
机
山
荘
（
曾
6

0

2

・

6

2

3

0

）

ま

で

。

県
立
戸
畑
高
等
職
業

訓
練
生
募
集

▼
応
募
資
格

○
義
務
教
育
修
了
程
度
（
来
年
卒
業
予

定
者
も
含
む
）

○
機
械
設
計
製
図
科
は
高
校
卒
以
上

2
8
歳
（
女
子
2
3
歳
）
ま
で
の
者

▼
訓
練
科
、
定
員
、
訓
練
期
間

○
機
械
科
　
6
0
名
（
男
女
）
　
1
年

○
製
躍
溶
接
科
　
3
0
名
（
男
）
ｌ
年

○
機
械
設
計
製
図
科
　
3
0
名
（
男
女
）

1
年

▼
募
集
期
間

〇
一
次
　
5
3
年
1
月
2
0
日
ま
で

〇
二
次
　
5
3
年
2
月
1
日
～
3
月
1
9
日

詳
し
い
こ
と
は
戸
畑
高
等
職
業
訓
練
校

（

奮

。

0

。

0

1

・

3

2

9

3

）

北
九
州
高
専
募
集

▼
受
験
資
格

○
中
学
校
卒
業
（
来
年
卒
業
見
込
み
の

＿
ｔ
ｔ
ｌ
、
、
、
ヽ
ヽ
ｌ
ｌ
ｌ
、
、
，
、
、
ｌ
ｌ
，
、
、
、
、
ｌ
ｌ
▼
ｌ
、
、
、
、
、
ｌ
，
、
ｌ
、
、
、
、
、
　
－
　
　
－
　
ヽ
．

て
伊
豆
橋
片
側
通
行
止

鉱
害
復
旧
工
事
の
た
め
伊
豆
橋

を
全
面
通
行
止
と
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
片
側
通
行
止
に
変
更
に
な

ｈ
ノ
ま
し
た
。

な
お
工
事
完
了
予
定
は
5
3
年
5

月
末
ま
で
で
、
そ
の
期
間
は
伊
豆

神
社
前
の
信
号
が
点
滅
方
式
に
変

り
ま
す
の
で
、
通
行
時
は
充
分
気

を
つ
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

者
も
含
む
）
と
同
等
以
上
の
学
力
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

▼
募
集
定
員

機
械
工
学
科
　
8
0
名

電
気
工
学
科
　
4
0
名

化
学
工
学
科
　
4
0
名

▼
廉
書
受
付
期
間
・
場
所

5

3

年

2

月

1

日

～

2

月

1

0

日

国
立
北
九
州
工
業
高
等
専
門
単
校
（

舎
9
6
2
・
5
8
3
1
）
　
血
合
両

区
大
字
志
井
1
4
0
番
地
　
／

短
歌
会
会
員
募
集

短
歌
を
通
し
て
地
域
文
化
の
向
上
と

お
互
い
の
友
好
を
深
め
、
心
豊
か
な
生

活
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▼
応
募
す
る
か
た
は
、
は
が
き
に
住
所

氏
名
、
年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
し

町
教
育
委
員
会
ま
た
は
、
猪
熊
町
営

住
宅
一
～
一
〇
二
田
中
秀
樹
（
発
起

人
）
あ
て
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
は
十
二
月
十
日
ま
で
。

▼
発
会
式
は
お
っ
て
応
募
者
に
通
知
し

ま
す
。

▼
会
費
は
月
額
五
〇
〇
円
と
し
、

例
会
を
開
く
予
定
で
す
。

早
い
が
得
な
慶
祝
電
報

お
祝
い
電
報
は
配
達
希
望
日
の
十
日

前
か
ら
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
1
1
5
番
」
に
前
も
っ
て
申
込
み

く
だ
さ
い
。
配
達
日
の
三
日
前
ま
で
に

打
ち
ま
す
と
料
金
が
百
五
〇
円
割
引
き

に
な
り
、
大
変
得
で
す
。

－・お　　礼

香典返しとして、次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

りました。ご冥福をお祈りいたしますとともにあっくお礼申し

あげます。

樋　　口　　故奥付松代殿　　　奥川　武義殿

高松団地　故盆子原タマヨ殿　盆子原　勇殿

緑風園　　故金丸　　責殿　　金丸ツヤ子殿

猪熊西組　　故渡辺マス殿　　　渡辺　トミ殿

12月のし尿汲取予定日

1日　頃末、猪熊

！2日　頃末、鯉口、唐の熊県住、猪熊

ｉ　3日　鯉口、唐の熊県住、御輪地、車返し、

猪熊

！5日　御輪地、車返し、垣添、緑風臥片山
…　6日　垣添、緑風園、中央区、ヌメリ石、

ｌ　　松栄荘、吉田本村（1、2組〕頃宋

ｌ　　（15、18、25区）

！7日　中央区、川端適、商店街、月夜街、宮

ｌ　　　尾、松栄荘、頃末（15、18、25区）美

吉野、古賀、机

立

！8日県道臥大橋通、美吉野、伊左座、

屋敷
ｌ

Ｉ9日　苫田本村、下二、上二、下二町任、上

二町住、御輪地、高松区、三ツ頚区

上伸　机社宅事近東、新生街（山ノロ団地）

ｉ12日　営ノ下社宅、古賀区、頃宋一

（6、11、14区）

い3日　吉田団地、古軍区、頃宋
（6、11、14区）

ｌ

114日　吉田団地、古賀区、樋口

15日　吉田団地、樋口

吉田団地、鯉口区、樋口

苫田本村、伊左塵、下二、上二、鯉口

区、猪熊町住

日
．
口

6
　
7

1
　
　
1

19日　古賀県住、新生街

20日　古賀、樋口

21日　みずほ団地、梅ノ木区

22日　みずほ団地、幼稚園通り、梅ノ木区

23日　幼恕園誌り、梅ノ木区

124日　猪熊

’26日　猪熊

！27日　猪熊

Ｉ

ｌ

日「曜　在　宅　医
11月27日　有　留　医　院　内・児科　吉　田　曾691－1394

12月4日　伊　藤　医　院　皮膚科　頃　宋　音69卜0527

12月11日　長谷川　医　院　眼　科　樋　口　曾691－1017

12月18日　戟　辺　医　院　外　科　頃　末　曾691－2616

原則としそ往診は致しません。

※12月4白は前号（11月10日）とかわっていますのでご注意を

牟
′
薪

□
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
藤
衛
門
　
口
　
編
　
集

町
企
画
財
政
課
　
（
電
　
話
　
6
0
1

印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


